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行田市市民活動フェア２０２６春まつり 

４月４日（土）開催 決定！ 

行田市市民活動フェア 2026 春まつりが４月４日（土）コミュニティセンターみずしろにて開催さ

れます。１２月の実行委員会で実行委員長と役員について話し合い、行田にほんご教室の木下さん

が実行委員長に就任されました。木下委員長の指揮のもと、皆で意見を出し合いながら楽しく準備

を進めております。楽しい春まつりになりそうです！ 

令和 ８年 ２月 

行田市 市民活動 
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E メール 

開 所 日

行田市市民活動サポートセンター 

〒361-0052 埼玉県行田市本丸 5-10 

（コミュニティセンターみずしろ１階ギャラリー内） 

048-598-8616 

gyodashi-saposen@bz04.plala.or.jp 

毎週月・火・木～土 午前９時～午後５時 

（コミュニティセンターみずしろの休館日及び日曜日を除く） 

 

 

実行委員長 木下さん   

（行田にほんご教室） 

≪コメント≫ 

今年もやります 

『春まつり』 

伝えましょう 

「日々の活動」 

【市民活動フェア実行委員会・役員紹介】 

・実行委員長：木下さん（行田にほんご教室） 

 ・会   計：中村さん（行田環境市民フォーラム） 

・書   記：卯都木さん（スマイル３B体操行田）          

・監   事：大谷さん（行田観光ボランティア会） 

 ・広報：峯川さん〈企画兼務〉（のろし埼玉チーム）、関口さん（行田外国

語観光ガイドボランティア会）、小暮さん（ライステラス） 

 ・催事：平塚さん〈企画兼務〉（行田にほんご教室）、稲葉さん（古代蓮の

里ホタルの会）、菅野さん（もちだひまわり食堂）、塚田さん（行田マジ

ック愛好会）、野村さん（行田結婚支援センター）、鎌倉さん（行南わか

くさ会）、紺野さん（かぼちゃの国）、田口さん（忍川の自然に親しむ会）、

山本さん（きっずな小見ハウス） 



 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

                               

 

  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

     

     

 

  

  

 やる気応援助成金採択後の活動実施ご紹介   

ものつくり大学「碧蓮祭」市民活動の森アンケート結果 

ものつくり大学学園祭「碧蓮祭」（１０月）に行田市市民公益活動推進委員会公益活動推進チームが初

出展しました。そこで実施した、「市民活動の森アンケート」の結果を発表いたします。来場者には、【げ

ん木】に実った木の実（個別テーマ）の内、興味関心のあるテーマにシールを貼り付けてもらい、その数

を集計しました。【地球のげん木】は全体で９２票、【まちのげん木】は８９票でした。【ひとのげん木】

は１７６票と最も多くの票が集まり、個別テーマでは「子どもの成長支援・居場所づくり」が５３票と最

も多く、次点は「こども食堂・フード支援」の４６票でした。他のテーマの得票数等、アンケートの結果

に興味がある方は、サポセンまでお問い合わせください。※オシゴトの菅井さんには、【げん木】の作成

からアンケートの集計まで、多大なるご支援をいただきました。本当にありがとうございます。 

令和７年度第３回行田市市民公益活動推進委員会（10 月 20 日）で３件が採択され、その内の２

件、HISAIZU アートプロジェクトと（公社）行田青年会議所は下記のとおり活動が実施されました。

両事業とも大盛況でした。 

※やる気応援助成金第２期（12 月 6 日〆）の申請はありませんでした。 

【HISAIZU アートプロジェクト】 神社での 

お祭りでありながら足を踏み入れるといつもとは違う空気。 

厳かであり華やかな≪アートプロジェクト≫が久伊豆神社に

て１１月１５日に開催されました。神社参道の両側には様々な

アートが飾られキラキラした世界に浸り、感動とともに神社で

あることを忘れそうでした。来場者はアートに触れて心豊かに

なったことでしょう。 

【（公社）行田青年会議所】 １１月１６日、ものつくり大学で

の開催。破損・毀損により処分予定であった学校備品に命を吹

き込む活動により、人々を楽しませる素晴らしいアート作品が

多数生み出されました。跳び箱のデスクやタンバリンの時計な

ど、若手アーティストによりアップサイクルされた作品は、懐

かしくて新しい、想像をこえたものばかりでした。 

【げん木】とは 

三本の柱「地球・まち・人」を木にみた

て、来場者には、その木に実った個別テー

マ（木の実）の内、興味関心のある分野に

シールを貼り付けてもらいました。 


